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戸籍抄本又は戸籍個人事項証明書（以下「戸籍抄本」という。）で，提出書類に記載されてい

る氏名，本籍地から現在に至る変更の内容（変更前の氏名・本籍地及び変更年月日）が確認で

きない場合は，改製原戸籍や以前の本籍地で発行される除籍の抄本等も必要となります。 

次のような事例の場合，別途改製原戸籍等が必要になりますのでご注意ください。 

 

 ※ 該当ページをクリックしてください。 

 

 【戸籍抄本だけでは内容を確認できない事例】 

   〇本籍又は氏名を２回以上変更している場合…２ページ 

   

   〇離婚の際に称していた氏を継続して使用している場合…３ページ 

 

   〇婚姻を伴わず，本籍又は氏名を変更した場合…４ページ 

 

 （参考） 

 【戸籍抄本だけで内容を確認できる事例】 

   〇婚姻に伴い，本籍又は氏名を１回だけ変更した場合…５ページ 

 

なお，記載しているのは参考例であり，戸籍抄本は，各自治体により書式や記載内容が異なり

ますので，詳しくは各自治体の戸籍担当へ確認してください。 
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【本籍又は氏名を２回以上変更している場合】 

 

例：免許状の記載が鈴木（岡山県），現在が佐藤（広島県）の場合 

    

本 籍 

氏 名 

広島県広島市中区基町９－４２ 

佐藤 一郎 

戸籍事項 

 戸籍改製 

【改製日】平成 19 年 4月 1 日 

【改製事由】平成 6年法務省令第 51 号附則第 2条第 1 項による改製 

戸籍に記載されている

者 【名】 花子 

【生年月日】昭和４０年 4月 1日  【配偶者区分】妻 

【父】 鈴木 太郎 

【母】 鈴木 一子 

【続柄】長女 

身分事項 

 出生 

 

 

 

 

 

 婚姻 

 

 

【出生日】昭和４０年 4月 1 日 

【出生地】岡山県岡山市 

【届出日】昭和４０年 4月 1 日 

【届出人】父 

【送付を受けた日】昭和４０年 4月 4日 

【受理者】岡山県岡山市長 

【婚姻日】平成 5年 4 月 1日 

【配偶者氏名】佐藤一郎 

【従前戸籍】広島県福山市三吉町１丁目１番１号  高橋花子 

 以下余白 

  

 〇 この場合，次の波線部分について，戸籍抄本だけでは内容が確認できません。 

鈴木（本籍地不明）⇒  高橋（広島県） ⇒  佐藤（広島県） 

              （異動日不明）  （平成５年４月１日異動） 

 〇 そのため，戸籍抄本に加え，波線の部分全てを確認できる改製原戸籍等が必要となります。 

 〇 改製原戸籍等を取得する際に，これらの事項が全て確認できるか，各自治体の戸籍担当へ確認して

ください。 

 

  

「鈴木」の時の本籍地や，「鈴
木」から「高橋」へ異動した日
が確認できません。 
 改製原戸籍等を併せて提出
する必要があります。 
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【離婚の際に称していた氏を継続して使用している場合】 

 

例：免許状の記載が鈴木（岡山県），現在が佐藤（広島県） 

 婚姻に伴って鈴木から佐藤へ改姓し，離婚後も佐藤の姓を継続して称した場合 

本 籍 

氏 名 

広島県広島市中区基町９－４２ 

佐藤 花子 

戸籍事項 

 氏の変更 

 

 戸籍改製 

 

【氏変更日】平成 17 年 4月 1日 

【氏変更の事由】戸籍法７７条の２の届出 

【改製日】平成 19 年 4月 1 日 

【改製事由】平成 6年法務省令第 51 号附則第 2条第 1 項による改製 

戸籍に記載されている

者 【名】 花子 

【生年月日】昭和４０年 4月 1日  【配偶者区分】妻 

【父】 鈴木 太郎 

【母】 鈴木 一子 

【続柄】長女 

身分事項 

 出生 

 

 

 

 

 

 

 

【出生日】昭和４０年 4月 1 日 

【出生地】岡山県岡山市 

【届出日】昭和４０年 4月 1 日 

【届出人】父 

【送付を受けた日】昭和４０年 4月 4日 

【受理者】岡山県岡山市長 

 

 以下余白 

 〇 この場合，次の波線部分について，戸籍抄本だけでは内容が確認できません。 

鈴木（本籍地不明）⇒  佐藤（本籍地不明） ⇒ 佐藤（広島県） 

             （異動日不明）   （平成 17年４月１日異動） 

 〇 そのため，戸籍抄本に加え，波線の部分全てを確認できる除籍抄本等が必要になります。 

 〇 除籍抄本等を取得する際に，これらの事項が全て確認できるか，各自治体の戸籍担当へ確認してく

ださい。 

  

「鈴木」の時の本籍地や，「鈴
木」から「佐藤」へ異動した日
等が確認できません。 
 除籍抄本等を併せて提出す
る必要があります。 

氏を継続して称する

届出を行った日 
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【婚姻を伴わず，本籍又は氏名を変更した場合】 

 

例：免許状の記載が佐藤（岡山県），現在が佐藤（広島県） 

  婚姻を伴わず，本籍地を岡山県から広島県へ変更した場合 

本 籍 

氏 名 

広島県広島市中区基町９－４２ 

佐藤 花子 

戸籍事項 

 戸籍改製 

 

【改製日】平成 19 年 4月 1 日 

【改製事由】平成 6年法務省令第 51 号附則第 2条第 1 項による改製 

戸籍に記載されている

者 【名】 花子 

【生年月日】昭和４０年 4月 1日  【配偶者区分】妻 

【父】 佐藤 太郎 

【母】 佐藤 一子 

【続柄】長女 

身分事項 

 出生 

 

 

 

 

 

 

 

【出生日】昭和４０年 4月 1 日 

【出生地】岡山県岡山市 

【届出日】昭和４０年 4月 1 日 

【届出人】父 

【送付を受けた日】昭和４０年 4月 4日 

【受理者】岡山県岡山市長 

 

 以下余白 

  

 〇 婚姻に伴って本籍，氏名を変更し，その婚姻関係が現在まで継続している場合を除き，戸籍のコン

ピュータ化以前の氏名，本籍地の変更について戸籍抄本に記載されない場合があります。 

（戸籍のコンピュータ化の時期は，各自治体によって異なります。） 

 〇 この場合，次の波線部分について，戸籍抄本だけでは内容が確認できません。 

佐藤（本籍地不明） ⇒ 佐藤（広島県） 

                （異動日不明）    

 〇 そのため，戸籍抄本に加え，波線の部分全てを確認できる改製原戸籍等が必要になります。 

 〇 改製原戸籍等を取得する際に，これらの事項が全て確認できるか，各自治体の戸籍担当へ確認して

ください。 

  

戸籍のコンピュータ化以前
について，岡山県に本籍があっ
たこと及び広島県への異動年
月日が確認できません。 
 改製原戸籍等を併せて提出
する必要があります。 

戸籍のコンピュータ化の時期 
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（参考）次の事例の場合は，戸籍抄本を提出するだけで足ります。 

 

【婚姻に伴い，本籍又は氏名を１回だけ変更した場合】 

 

例：免許状の記載が鈴木（岡山県），現在が佐藤（広島県）の場合 

 

本 籍 

氏 名 

広島県広島市中区基町９－４２ 

佐藤 一郎 

戸籍事項 

 戸籍改製 

【改製日】平成 19 年 4月 1 日 

【改製事由】平成 6年法務省令第 51 号附則第 2条第 1 項による改製 

戸籍に記載されている

者 【名】 花子 

【生年月日】昭和４０年 4月 1日  【配偶者区分】妻 

【父】 鈴木 太郎 

【母】 鈴木 一子 

【続柄】長女 

身分事項 

 出生 

 

 

 

 

 

 婚姻 

 

 

【出生日】昭和４０年 4月 1 日 

【出生地】岡山県岡山市 

【届出日】昭和４０年 4月 1 日 

【届出人】父 

【送付を受けた日】昭和４０年 4月 4日 

【受理者】岡山県岡山市長 

【婚姻日】平成 5年 4 月 1日 

【配偶者氏名】佐藤太郎 

【従前戸籍】岡山県岡山市北区内山下２丁目４番６号  鈴木太郎 

 以下余白 

 

※「平成 5 年 4 月 1 日」に「鈴木

（岡山県）」から「佐藤（広島県）」

へ異動していることが確認できる

ため，戸籍抄本を提出するだけで

足ります。 


